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1       3年ぶりの環境フェスティバル！ 

 コロナ禍でまだ油断ができない日々ではありますが、今年は開催中止が続いていた環境フェ

スティバルが、３年ぶりに開催されました。戸吹クリーンセンターも「流れてくるくるリサイ

クル」と題し手選別の疑似体験をしてもらうことで分別促進の啓発を行い、多くの方に楽しん

でいただきました。 

   

  賑わう祭りブース周辺の様子             手選別体験の様子 

 

 

 

平成 13 年１月に開館し、市民の皆様に親しまれてきた戸吹湯ったり館ですが、令和４年３

月をもって閉館となりました。今後はボール広場等として活用していく予定です。 

近隣にお住まいの皆様に置かれましては、ご迷惑をおかけすることもあると思いますが今後

ともご理解とご協力をお願いします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

戸吹クリーンセンター 

マスコットキャラクタープクリン 

 ２      旧戸吹湯ったり館の今後について 

旧戸吹湯ったり館の駐車場に植えてあるブドウ 

閉館した旧戸吹湯ったり館の現在の様子 
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令和 4 年 4 月 24 日(日)に戸吹地元対策協議会主催(戸吹町会協賛)で、親子でタケノコ

掘りとハイキングを開催いたしました。タケノコの生育状態により当初予定していた日程を

延期したにもかかわらず、町会のご協力の元、多くの皆様にご参加いただき無事に楽しく終

えることができました。今後とも協議会では地域の皆様のご理解とご協力をいただきながら

交流を深めてまいりたいと考えていますので、どうぞよろしくお願いします。 

   
 タケノコ掘りの様子                 ハイキング中に生えていた植物の説明風景 

 

 
多くの自然が残る戸吹町は多くの生き物が住んでいます。今回はその一部を紹介します！ 

 

 

 

 

左の写真は、谷地川（落合橋付近）に生

息している蛍です。きれいな川の象徴であ

る蛍がここ戸吹町でも見ることができま

す。蛍舞う光景は、心に癒しを与えてくれ

ますし、子供たちの自然とのふれあいや環

境学習にもいいのではないでしょうか。 

右の写真はモリアオガエルの卵です。泡

状の中にたくさんの卵が詰まっている状態

です。旧戸吹湯ったり館から最終処分場へ

下りる階段の途中で発見しました。 

モリアオガエルは地域によっては絶滅危

惧種や天然記念物に指定される程、とても

珍しいカエルとなります。 

 

4      自然あふれる戸吹町 

3      親子でタケノコ掘りとハイキングの開催 


